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秋の交通安全運動に伴い、防犯協会福田支部と交通
安全協会福田支部主催の「防犯・交通安全パレード」
が９月22日、福田地区内で行われました。
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前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
荒
和
雄
さ
ん
が
町
監
査
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

現
教
育
委
員
の
東
郷
玲
子
さ
ん

が
引
き
続
き
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
18
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
22
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

平
成
18
年
10
月
１
日
以
降
の
出

生
児
一
時
金
の
額
を
５
０，

０
０

０
円
引
き
上
げ
、
３
５
０，

０
０

０
円
に
改
め
ま
し
た
。

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億

５，

５
２
２
万
６
千
円
を
追
加
し

ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
歳

入
で
は
、
国
庫
支
出
金
、
繰
越
金
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰

入
金
な
ど
で
す
。

歳
出
で
は
、
旧
駒
ヶ
嶺
小
学
校

解
体
工
事
費
及
び
敷
地
へ
の
取
り

付
け
道
路
測
量
調
査
費
、
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
、
道
路

改
良
費
な
ど
を
追
加
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
及
び
各
種
特
別
会
計

決
算
は
全
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
交
通
対
策
協
議
会
に
よ
る

「
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
」
は
21
日
、

役
場
前
で
出
動
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参

加
し
た
、
町
交
通
対
策
協
議

会
員
、
交
通
安
全
母
の
会
、
相
馬

警
察
署
の
方
が
、
町
内
を
パ
ト
カ

ー
や
広
報
車
で
パ
レ
ー
ド
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
防
犯
協
会
福
田
支
部
と

交
通
安
全
協
会
福
田
支
部
主
催
に

よ
る
「
平
成
18
年
度
防
犯
・
交
通

安
全
パ
レ
ー
ド
」
が
22
日
、
福
田

地
区
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
福
田
小
学
校
児

童
の
鼓
笛
隊
や
パ
ト
カ
ー
に
乗
車

し
た
児
童
が
マ
イ
ク
を
使
っ
て
安

全
運
転
の
呼
び
か
け
を
し
な
が
ら
、

福
田
地
区
を
行
進
し
ま
し
た
。
ま

た
、
児
童
た
ち
が
交
通
事
故
防
止

を
願
っ
て
つ
く
っ
た
、
交
通
安
全

標
語
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
金
賞

受
賞
者
を
代
表
し
て
６
年
生
の
佐

藤
綾
香
さ
ん
に
賞
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
金
賞
作
品
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

めでかくにん！みみでかくにん!!だいじょうぶ？ 志筑　友奈：１年
交さ点　ゆずる気もちが じこぼうし 草刈　悠斗：２年
まだ行ける 悪まのささやき 命とり 大槻　靖行：３年
友達と おしゃべり危険　通学路 荒　美佑紀：４年
飲酒運転　「これぐらい」でも はんざいです！ 加藤亜沙美：５年
狭い道　ゆずりゆずられ 事故はゼロ 佐藤　綾香：６年

新
地
町
長
選
挙
に
お
い
て
無
投
票
当
選
を
し
た
、
加

藤
町
長
が
９
月
26
日
午
前
８
時
30
分
に
、
町
民
や
町
職

員
が
出
迎
え
る
中
、
二
期
目
の
登
庁
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
就
任
式
が
行
わ
れ
、
二
期
目
の
加
藤
町
政
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。



突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
い
ま
す
か
？
ス
ポ
ー
ツ
の

世
界
で
は
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
、
し
ば
し
ば

「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
」
と
分
け
て
語
ら

れ
ま
す
。

で
も
、
一
生
涯
続
け
ら
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
？
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、
年
齢
や
体
力
、
障
が

い
を
も
っ
て
い
る
な
ど
、
自
分
の

置
か
れ
た
状
況
に
合
わ
せ
て
、
一

生
涯
つ
き
あ
っ
て
い
く
の
が
ス
ポ

ー
ツ
で
す
か
ら
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

と
い
う
言
葉
す
ら
あ
ま
り
聞
か
れ

な
い
そ
う
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
単
に
競
技
す
る
と

い
う
狭
い
意
味
合
い
の
も
の
で
は

な
く
「
健
康
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
自
己
実
現
」
な
ど
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
い
う
考

え
方
で
す
。

今
年
６
月
に
発
足
し
た
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ん
ち
」
も
、
そ
う
し
た
理

念
か
ら
生
ま
れ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ん
ち
」
の
会

員
数
は
９
月
末
現
在
で
１
０
９

人
。
内
訳
は
個
人
会
員
が
36
人
、

夫
婦
会
員
が
18
組
、
家
族
会
員
が

７
組
。
そ
の
ほ
か
賛
助
会
員
が
３

７
月
17
日
、
ク
ラ
ブ
発
足
の
記

念
事
業
と
し
て
伊
達
市
の
霊
山
ハ

イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
21
人
が
参
加
し
、
バ
ス
の

中
で
は
、
登
山
経
験
者
も
多
く
会

話
が
弾
み
ま
す
。
こ
れ
が
楽
し
い

の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出

会
い
が
楽
し
い
の
で
す
ね
。

当
日
は
、
霧
が
か
か
り
視
界
も

悪
く
悪
天
候
で
し
た
が
、
約
２
時

間
の
行
程
で
護
摩
壇
、
霊
山
城
跡

な
ど
を
散
策
し
ま
し
た
。
下
山
後

は
、
温
泉
に
つ
か
り
昼
食
。
も
ち

ろ
ん
会
話
も
弾
み
ま
し
た
ー
。

ま
た
、
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日

は
、
総
合
体
育
館
で
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
ガ
ラ

ッ
キ
ー
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ん
ち
の
事
務
局

長
の
早
川
清
さ
ん
、
社
会
福
祉
協

議
会
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
小
島

輝
征
さ
ん
ら
が
、
親
切
か
つ
丁
寧

に
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

上
手
く
い
っ
て
は
笑
い
、
失
敗
し

て
は
笑
い
、
良
き
仲
間
に
出
会
い
、

良
き
指
導
者
に
出
会
い
、
新
た
な
自

分
を
発
見
す
る
こ
と
も
ま
た
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

発
足
し
て
ま
だ
３
ヵ
月
で
す
が
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ん
ち
」
は
、
そ
の

名
の
と
お
り
、
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
室

内
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
今
や
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く

人
気
を
集
め
て
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
、
手
軽
な
健
康
づ
く
り
と
し
て

人
気
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
野
外

で
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
町
体
育
指
導

員
の
水
戸
誠
さ
ん
ら
が
、
町
内
の

名
所
・
旧
跡
を
巡
る
約
８
キ
ロ
の

コ
ー
ス
を
設
定
。
参
加
者
の
中
に

は
、
初
め
て
見
た
と
い
う
人
も
多

く
、
町
の
良
さ
を
再
発
見
し
た
人

も
多
く
い
ま
し
た
。

会
員
最
年
長
の
78
歳
の
男
性
は
、

「
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
町
ス
ポ
ー

ツ
講
演
で
、
健
康
で
長
生
き
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
そ
れ

か
ら
毎
日
約
10
キ
ロ
を
歩
い
て
い

る
。
お
か
げ
で
体
重
も
落
ち
、
快

調
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
で
は
、
新
た
な
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
が
進
む
鹿
狼

山
や
各
地
の
名
峰
の
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
中
に
は
、
夕
方
に
な
る

と
き
ま
っ
て
総
合
体
育
館
を
訪
れ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
、
気
持
ち
良

い
汗
を
流
し
て
い
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。「
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
す
」
と
に
っ
こ
り
。

会
員
の
特
典
の
一
つ
は
、
午
後

７
時
ま
で
は
一
日
１
時
間
以
内
に

限
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
や
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
無
料
開
放
さ
れ
る
こ

と
。
こ
れ
も
人
気
の
秘
密
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
で
は

年
内
に
は
「
餅
つ
き
・
そ
ば
打
ち

大
会
」
な
ど
も
企
画
し
て
お
り
、

会
員
の
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う
と

意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
早
川

事
務
局
長
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
交
流

の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
、
ク
ラ
ブ
の

大
き
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
方
に
総
合
体
育
館
へ
気
軽
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

健
康
で
長
生
き
は
、
だ
れ
も
が

願
う
こ
と
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
”
無

理
も
せ
ず
、楽
も
せ
ず
、楽
し
く
“、

健
康
づ
く
り
を
し
た
い
も
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
！

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
総
合
体

育
館
内「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ん
ち
」事

務
局
ま
で（

２
２
０
０
）

気楽にスポーツを楽しむには、「楽しさを分
かち合える仲間」「スポーツの意義を教えてく
れる指導者」そして、「行きたくなる場所」が
必要です。
町には、総合体育館を中心に恵まれたスポ
ーツ施設が整備されていますが、これまでは
競技志向が強く、気楽にスポーツを楽しむとい
うものはまだ少ないのが現状です。
「チャレンジしんち」では、すべての人々が障がいの有無にかかわら
ず、体を動かすことで健康維持と体力の向上を図りながら、会員相互の
親睦を深めたいと考えています。
スポーツを通じて、健康で明るいまちづくりに寄与していくために、

日々活動しています。皆さんの参加をお待ちしています。

●
特
集
・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ん
ち
」 

団
体
で
、
発
足
当
時
と
比
べ
会
員

数
は
約
２
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。



平
成
18
年
度
の
新
地
町
敬
老
会

を
９
月
18
日
の
敬
老
の
日
に
、
町

総
合
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
招
待
者
は
、
町
内
70
歳

以
上
の
方
１
、
７
４
１
人
で
、
最

高
齢
は
、
女
性
が
竹
澤
こ
ま
よ
さ

ん
（
大
戸
浜
）
と
寺
島
よ
し
の
さ

ん
（
城
内
）
の
１
０
０
歳
で
、
男

性
が
加
藤
勇
一
さ
ん
（
新
地
町
）、

早
川
賢
輔
さ
ん
（
岡
）、
三
浦
權
兵

衛
さ
ん
（
大
山
田
）、
石
田
正
さ
ん

（
高
田
）
の
96
歳
で
し
た
。

式
で
は
、
１
０
０
歳
を
迎
え
た

竹
澤
こ
ま
よ
さ
ん
と
寺
島
よ
し
の

さ
ん
に
、
町
長
か
ら
内
閣
総
理
大

臣
祝
状
が
伝
達
さ
れ
た
の
を
は
じ

め
、
90
歳
を
迎
え
た
横
綱
26
人
を

代
表
し
て
吉
田
ア
サ
イ
さ
ん
（
藤

崎
）
と
、
88
歳
を
迎
え
た
32
人
を

代
表
し
て
水
戸
重
法
さ
ん
（
新
地

町
）
に
長
寿
杯
を
、
夫
婦
と
も
に

80
歳
以
上
を
迎
え
た
20
組
を
代
表

し
て
佐
藤
幸
吉
さ
ん
・
芳
子
さ
ん

（
沢
口
）
に
長
寿
夫
婦
杯
を
、
結
婚

50
年
を
迎
え
た
29
組
の
夫
婦
を
代

表
し
て
三
宅
行
さ
ん
・
和
子
さ
ん

（
埓
浜
）
に
金
婚
夫
婦
記
念
品
を
そ

れ
ぞ
れ
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人

生
の
節
目
に
当
た
る
年
に
支
給
さ

れ
る
敬
老
祝
い
金
は
、
受
給
者

３
２
９
人
を
代
表
し
て
喜
寿
（
77

歳
）
を
迎
え
た
阿
部
光
雄
さ
ん(

中

島)

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
民
謡

界
を
代
表
す
る
新
地
町
在
住
の
鈴

木
正
夫
さ
ん(

二
代
目)

に
よ
る
「
民

謡
と
日
本
の
響
き
」
と
題
し
た
歌

謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
出
席
し
た

方
た
ち
は
、
一
流
の
歌
声
と
迫
力

あ
る
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
18
年
９
月
１
日
現

在
で
作
成
し
た
長
寿
番
付
に
掲
載

さ
れ
た
80
歳
以
上
の
方
は
、
男
性

が
２
３
１
名
、
女
性
が
４
９
０
名

の
計
７
２
１
名
で
し
た
。

特養新地ホームでも９月２５日、
敬老会が行われ、入所者や家族の方
など約１００人が出席し、長寿を祝
いました。入所者の最高齢者は、男
性は佐藤光丸さんの８９歳、女性が
佐藤サダさんの９５歳でした。
敬老会では、しんち福祉会の林秀
一理事長のあいさつに続き、９０歳
になられた入所者１人と８８歳にな
られた入所者６人に長寿杯が贈られ
ました。また、入所者を代表して、加藤榮さんが謝辞を述べました。
アトラクショでは、相馬市出身の歌手三原有加里さんの歌謡ショーが行わ
れ、入所者は楽しいひとときを過ごしました。

交通安全協会主催の「交通安全グラウンドゴルフ
大会」が９月28日、総合公園グラウンド行われ、約
１００人が参加しました。
大会では、競技前に相馬警察署の交通課長が、交
通安全の講話が行われ、参加者は再度、交通安全に
ついて、意識を高めました。
競技では、青空の下、笑い声や歓声を響かせながら、

選手らは交通事故防止を願いプレーを楽しみました。
成績は次のとおりです。

（敬称略） 男性の部：加藤　勝男（新地町）
女性の部：阿部　藤子（駒ヶ嶺町）

町交通対策協議会では、秋の交通安全運動にあ
わせて、９月25日、尚英中学校全校生徒に自転車
のスポークに取り付ける夜光反射板を贈りました。
贈呈式では、町交通対策協議会菅野正實さんか
ら、尚英中学校の安全委員会委員長の小野哲志さ
ん（３年）と副委員長の只野弘斗さん（３年）に反
射板が手渡されました。
渡された夜光反射板は、全校生徒に配られ、それ
ぞれ自分たちの自転車に取り付けました。

町体育協会卓球部と相馬市卓球協会が中心とな
って「第５回相馬・新地オープン交流卓球大会」が
９月９日・10日、町総合体育館で行われました。大
会は、団体戦で小学生男女の部、中学生男女の部、
一般男女の部、ラージボール卓球の部で行われ、県
内外から50チーム約２００人が参加しました。
選手らは、激しいラリーの応酬など熱戦を繰り広
げながら、卓球をとおして交流を深めました。

町インディアカ協会主催の第３回新地町インディ
アカ大会が９月３日、町総合体育館で行われ、町内
の愛好者13チーム約70人が参加しました。
予選リーグ、決勝トーナメントを勝ち抜き見事優
勝したのは福田インディアカクラブ所属の「イルカ
（代表志筑康二）」チームでした。
インディアカは、バドミントンコートを利用し、羽
のついたボールを、ネット越しに素手で打ち合うゲ
ーム。参加者は、日頃の練習の成果を競いました。

新
地
町
敬
老
会
を
開
催

新
地
町
敬
老
会
を
開
催
 

新
地
町
敬
老
会
を
開
催
 

70
歳
以
上
の
方
１
、
７
４
１
人
を
招
待



町
観
光
協
会
で
は
、
潤
い
の
あ

る
町
づ
く
り
の
推
進
と
、
新
地
町

を
訪
れ
る
観
光
客
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
ろ
う
と
、
今
年
度
か
ら
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
始
め
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
昨
年
度

ま
で
町
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
行

わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
進
事
業
の
補
助
を

受
け
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今

年
度
は
19
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
申
し
込

み
の
あ
っ
た
団
体
や
地
域
の
グ
ル

ー
プ
な
ど
に
、
サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
種
又
は
稚
苗
の
ほ
か
、

花
作
り
に
必
要
な
肥
料
、
仮
植
用

の
連
結
ポ
ッ
ト
な
ど
の
資
材
を
配

布
す
る
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
団
体
で
は
、
苗
の
仕
立
て
か

ら
、
植
え
替
え
な
ど
の
作
業
に

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組

町
観
光
協
会
で
は
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
に
参
加
し
た
団
体
で
、
優

れ
た
花
壇
づ
く
り
を
行
い
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
た
団

体
を
表
彰
す
る
「
花
い
っ
ぱ
い
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
の
本
数
や

花
壇
の
見
栄
え
の
ほ
か
、
管
理
が

行
き
届
い
て
い
る
か
な
ど
を
審
査

す
る
も
の
で
、
８
月
９
日
に
観
光

協
会
後
藤
顯
一
会
長
、
飯
土
井
繁

勝
副
会
長
、
加
藤
源
司
副
会
長
、

事
務
局
で
、
参
加
団
体
の
花
壇
に

出
向
き
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
第
２

行
政
区
が
、
優
秀
賞
に
第
８
行
政

区
と
第
12
行
政
区
が
、
努
力
賞
に

第
11
行
政
区
と
第
15
行
政
区
が
、

そ
し
て
特
別
賞
に
ど
じ
ょ
っ
こ
ク

ラ
ブ
、
駒
ヶ
嶺
小
学
校
、
手
塚
次

郎
さ
ん
（
新
林
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
８
月
22
日
に
役
場

の
会
議
室
で
行
わ
れ
、
各
受
賞
者

に
後
藤
会
長
か
ら
、
賞
状
と
副
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
特
別
賞
の
手
塚
次
郎
さ

ん
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
申
込

み
を
し
な
い
で
、
個
人
で
栽
培
管

理
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
道
６

号
線
沿
い
の
見
事
な
花
壇
が
審
査

員
の
目
に
と
ま
り
、
特
別
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

第
一
回
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
の
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
、
第
２

行
政
区
で
は
、
地
元
の
荒
力
さ
ん

（
中
里
）
の
協
力
に
よ
り
、
芽
出
し

と
育
苗
を
行
い
、
地
域
全
体
で
花

壇
の
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

・
第
２
行
政
区

【
場
所
】
県
道
金
山
新
地
停
車
場

線
沿
い
の
中
里
住
宅
か
ら
西
へ

約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
、
明
地
地

内
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
合
わ

せ
て
約
１．

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

約
五
千
本
。

・
第
８
行
政
区

（
国
道
６
号
線
と
旧
国
道
道
交
差

点
小
川
川
向
地
内
、
約
五
千
本
）

・
第
12
行
政
区

（
菅
谷
公
会
堂
の
東
、
町
道
菅
谷

今
神
線
沿
い
。
約
千
二
百
本
）

・
第
11
行
政
区

（
今
泉
公
会
堂
東
側
な
ど
）

・
第
15
行
政
区

（
富
倉
公
会
堂
周
辺
な
ど
）

・
ど
じ
ょ
っ
こ
ク
ラ
ブ

（
代
表
　
大
須
賀
　
昇
さ
ん
）

・
駒
ヶ
嶺
小
学
校

・
手
塚
次
郎
さ
ん
（
新
林
）

町では、多様化する行政ニーズに的確に応えていくことができるよう、町民と行政の相互理解のもと、協
力・連携協働を図りながら自らの手によるまちづくりの実践に努めています。
行政区やまちづくり団体等が行う、地域の資源や特性を活かした地域振興のための事業に対し、補助金を交
付する「協働のまちづくり推進事業」もそうした施策のひとつです。
今年も９月現在で、各行政区から１１件の申請があり、地域活性化に向けた取り組みが行われています。
詳しくは、企画振興課（ ２１１２）にお問い合わせください。

み
、
約
２
万
４
千
本
の
花
々
が
、

町
を
彩
り
ま
し
た
。

草
む
し
り
な
ど
の
普
段
の
手
入

れ
も
定
期
的
に
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
今
回
の
審
査
で
は
、
県

道
金
山
新
地
停
車
場
線
沿
い
の
中

里
住
宅
か
ら
西
へ
約
８
０
０
メ
ー

ト
ル
、
明
地
地
内
約
３
０
０
メ
ー

ト
ル
、
合
わ
せ
て
約
１．

１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
花
壇
に
、
約

５
千
本
の
見
事
な
花
を
咲
か
せ
た

こ
と
が
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。



あらゆる場所に「毒」は潜
む。財閥企業で社内報を編集
する杉村三郎が、私立探偵・
北見を訪れて出会ったのは、
連続無差別毒殺事件で祖父を
亡くしたという女子高生だっ
た。事件の真犯人は？事件の
真相は？「名もなき毒」の正
体とは？

『名もなき毒』 宮部　みゆき

理想社会の具現を目指した
アメリカ人と、戦争を起こす
まいと固く決意した日本人と
の奇蹟の合作、日本国憲法。
特に９条は次第にその輝きを
奪われつつある。この奇蹟を
いかにして次世代に伝えてい
くべきかを問う、熱い対論。

『憲法九条を世界遺産に』太田　光・中沢　新一

お父さん、お母さん、お
じいちゃん、おばあちゃん、
みんなが読んだ水上不二の
詩集！海や海に生きる人た
ちを扱った「海の少年」や
「いそ」、子どもたちへの夢を
うたった「ぼくは地球の船
長だ」や「こがねのびょう」
などを収録。

『ぼくは地球の船長だ』 水上　不二

『ヘヴンリー・ブルー』 村山　由佳
『タックス・シェルター』 幸田　真音

ほか

『ゲド戦記』 宮崎　吾朗
『ロナウジーニョ物語』 本郷　陽二

ほか

『ＭＯＮＳＴＥＲ』 Ｂ’ｚ
『ＵＬＴＲＡ　ＢＬＵＥ』 宇多田ヒカル

ほか

『SNOOPY BEST COLLECTION VOL－3』
『カンガルーのなかま』 ほか

か
ら
だ
が
疲
れ
て
い
る
と
病
気

に
か
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
心

の
ほ
う
も
疲
労
が
た
ま
れ
ば
、
不

調
が
現
れ
ま
す
。
不
安
感
や
緊
張

感
が
続
き
気
分
が
沈
み
、
こ
れ
に

不
眠
な
ど
加
わ
れ
ば
ス
ト
レ
ス
病

の
初
期
症
状
と
い
え
ま
す
。

特
に
働
き
盛
り
の
世
代
は
、
職

場
で
も
家
庭
で
も
、
大
き
な
責
任

と
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
な
と
思
っ

て
も
、
疲
労
回
復
の
手
当
て
も
な

い
ま
ま
に
、
つ
い
頑
張
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
心
の
不
調
が
悪
化
す
る
前
に
、

上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
手
当

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

眠
れ
な
い
、
肩
が
こ
る
、
人
と

話
し
を
す
る
の
が
面
倒
く
さ
い
な

ど
、
心
身
の
サ
イ
ン
に
早
め
に
気

づ
い
て
、
心
の
休
養
を
と
る
こ
と

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

４
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

５
日

福
田
保
育
所

12
日

新
地
保
育
所

５
日

新
地
保
育
所

17
日

福
田
保
育
所

27
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
リ
ズ
ム

を
崩
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
事
や
睡
眠
、
適
度
な
運
動
な
ど
、

生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
と
、
ス

ト
レ
ス
症
状
が
現
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。

グ
チ
の
言
い
合
え
る
友
達
を
大

切
に
す
る
。
自
分
の
グ
チ
を
話
す

だ
け
で
な
く
、
人
の
グ
チ
を
聞
く

の
も
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
り

ま
す
。

何
に
で
も
好
奇
心
を
持
ち
、
趣

味
や
運
動
を
楽
し
む
生
活
習
慣
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
頭
と

心
の
切
り
替
え
に
も
っ
と
も
役
に

立
ち
ま
す
。

常
に
何
か
を
し
な
く
て
は
、
と

思
う
こ
と
自
体
が
ス
ト
レ
ス
と
な

り
ま
す
。
と
き
に
は
、
義
務
感
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
何
も
し
な
い
時

間
を
つ
く
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
点
に
気
を
つ
け
て
、

日
常
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
毎
日

を
健
や
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「
さ
つ
ま
芋
の
き
な
粉
か
け
」
を
、

お
や
つ
に
食
べ
て
い
る
時

保
育
士
「
み
ん
な
お
い
し
い
？
」

Ｋ
　
君
「
サ
ト
ウ
い
も
の
味
が

す
る
！
」

Ｙ
　
君
「
里
い
も
の
味
な
ん
て

し
な
い
よ
」

保
育
士
「
ど
う
し
て
？
」

Ｙ
　
君
「
里
芋
は
煮
物
に
は
い

っ
て
い
る
か
ら
」

日
本
食
は
、
今
、
健
康
食
と
し

て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
懐
か

し
い
お
ふ
く
ろ
の
味
を
思
い
出
せ

る
よ
う
に
ご
家
庭
の
味
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

いばらの中を無理や
り通り抜けようとして、
お百姓さんにつけても
らった銀のすずを落と
してしまったやぎは、
いばらをこらしめるよ
うにと、のこぎりに頼
みますが…。ルーマニ
アの昔話。

『やぎとぎんのすず』 八百板　洋子・小沢　良吉

図書館ボランティア「スイミー」
のみなさんによる、絵本の読み聞か
せや工作などを行います。
内容は、幼児から小学校低・中学
年向きです。

閉架書庫にある小説や絵本などを展示・貸出します。どうぞ御利用ください。

芥川賞・直木賞の受賞作を展示・貸出します。

日
本
食
と
い
え
ば
、
ご
は
ん
が

主
食
で
、
ど
ん
な
食
材
に
も
ピ
ッ

タ
リ
の
お
か
ず
に
な
り
ま
す
。

保
育
所
の
人
気
の
お
か
ず
メ
ニ

ュ
ー
は
、

１
位
　
五
目
納
豆

２
位
　
ポ
テ
ト
オ
ム
レ
ツ

３
位
　
お
か
ら
ハ
ン
バ
ー
グ

で
す
。
ど
の
献
立
に
も
、
野
菜
が

た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
や
ス

ー
プ
、
海
藻
や
小
魚
た
っ
ぷ
り
の

佃
煮
も
、
子
ど
も
た
ち
に
は
好
評

で
す
。

保
育
所
で
は
、
な
る
べ
く
多
く

の
食
材
を
使
う
事
に
心
が
け
、
調

理
方
法
に
も
工
夫
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
る
、
こ
ど

も
た
ち
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
五
目
納

豆
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

納
豆
・
ほ
う
れ
ん
草
・

に
ん
じ
ん
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
長
ネ

ギ
・
ハ
ム
・
チ
ー
ズ
・
削
り
節

①
ほ
う
れ
ん
草
、
人
参
は
ゆ
で
る
。

②
材
料
を
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

※
野
菜
の
水
分
は
良
く
切
っ
て
お
く

③
納
豆
と
き
ざ
ん
だ
材
料
を
混
ぜ
、

し
ょ
う
ゆ
な
ど
で
味
付
け
を
し
て

で
き
あ
が
り
。

※
お
好
み
で
、
か
ら
し
や
梅
な
ど

を
い
れ
て
も
お
い
し
い
で
す
。



◎場所は保健センター

※平日の修理は上記業者にお申し込みください。

・活動時間は午前10時からです。
・月～土（午前１０時～１２時）は「なかよし
ひろば」として児童館を開放していますの
でご利用ください。

日　時 内　容 場　所
10月11日 野外活動 わくわくランド
25日 いも掘り・焼きいも新地城跡

11月08日 おもちゃづくり 児童館

故
森
シ
ミ
子
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
森
定
三
さ
ん
（
富
倉
）
よ
り

故
荒
ヒ
サ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
荒
秀
雄
さ
ん（
中
里
）
よ
り
／
故

井
壽
夫
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
井

福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番地 

http://www.shinchi-town.jp

ふ
れあ
いと創造のまち

10
月
16
日

〜
22
日

は
「
秋

の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

期
間
中
は
、
定
例
の
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
国
・
県
・
町
・
特

殊
法
人
等
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦

情
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
員
は
、
開
設
日
以
外

に
も
電
話
等
で
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

10
月
20
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

町
保
健
セ
ン
タ
ー

杉
平
慶
宏
（

２
５
９
７
）

総
務
課
（

２
１
１
０
）

創
立
百
周
年
を
迎
え
る
新
地
高

校
で
は
、
一
般
の
方
を
対
象
に
芸

術
観
賞
教
室
、
学
校
祭
を
開
催
し

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
が
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

11
月
２
日

午
後
１
時
〜
３
時

新
地
高
校
体
育
館

・
東
京
演
劇
集
団
「
風
」

・
演
目
　
「
星
の
王
子
様
」

11
月
23
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

新
地
高
校

新
地
高
校
（

４
５
６
７
）

１０月２８日 午後２時～４時
観海堂
小野トメヨさん（中島）ほか、
町内語り部のみなさん

※終了後、昔遊び体験を行います。

教育委員会　（ ４４７７）

みんなで創る農業・農村３Ａ運動相双地方推進
本部会議では、10月・11月の地産地消月間に伴い、
相双地方の農林水産業を紹介する体験型イベント
『大地の恵み感謝祭in相双～来て！見て！ふれあう
相双の秋～』を開催します。みなさんぜひご来場
ください。

10月28日 午前10時～午後３時
道の駅そうま 体験学習館
環境にやさしい農業の紹介や餅つき、うど
ん打ち、木工クラフト、地産地消＆食育体
験コーナー、相双地方を巡る農林水産業ミ
ステリーツアー、農林水産物＆地産地消産
品の展示即売など

相双農林事務所　企画部地域農林
企画室( １１７７)

町
と
町
消
防
団
で
は
、
次
の
と

お
り
「
町
消
防
団
秋
季
演
習
」
を

行
い
ま
す
。

訓
練
で
は
、
消
防
団
員
に
よ
る

通
常
点
検
、
ポ
ン
プ
操
法
、
水
防

訓
練
の
ほ
か
、
県
消
防
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
と
合
同
に
よ
る
「
山
火

事
消
火
訓
練
」
も
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。な

お
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
訓

練
時
間
中
は
、
総
合
公
園
こ
ど
も

の
森
の
使
用
が
一
時
規
制
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
15
日

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

新
地
町
総
合
公
園

総
務
課
（

２
１
１
０
）

県
で
は
、
次
の
と
お
り
ニ
ー
ト

の
悩
み
事
に
関
す
る
巡
回
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。10

月
24
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

サ
ン
ラ
イ
フ
南
相
馬

県
商
工
労
働
部
雇
用
対
策
グ
ル
ー
プ

０
２
４
―
５
２
１
―
８
２
０
９

県
で
は
、
ニ
ー
ト
の
親
等
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
及
び
ニ
ー
ト

の
方
を
対
象
と
し
た
ジ
ョ
ブ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
事
業
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
程
や
場
所
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
明
日
飛
（
あ
す
び
）

子
ど
も
自
立
の
里

０
２
４
―
５
４
４
―
１
９
８
４

相
馬
方
部
衛
生
組
合
で
は
、
平

成
19
年
度
・
20
年
度
の
「
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
」
の
受
付
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

11
月
１
日

〜
30
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

相
馬
方
部
衛
生
組
合

（

４
１
２
４
）

イ
チ
子
さ
ん
（
上
真
弓
）
よ
り
／

故
太
田
チ
ヨ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
太
田
政
光
さ
ん
（
高
田
）
よ
り

森
秀
雄
さ
ん(

小
川)

よ
り
／
三

國
チ
カ
子
さ
ん
（
高
田
）
よ
り
／

加
藤
聡
美
さ
ん
（
杉
目
）
よ
り
／

原
町
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
よ

り
／
日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
宇
都
宮

支
店
よ
り

芳
賀
広
光
さ
ん
（
岡
）
よ
り
／

太
田
政
光
さ
ん
（
高
田
）
よ
り
／

目
黒
后
省
さ
ん
（
小
川
）
よ
り

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
30
回
60

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
１
回
３
人
／

新
地
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１
回
２

地方税制の改正により、不正軽油に関わるあらゆる人が罰則の対象となりました。製造、
販売、使用など不正軽油に関わる人だけでなく、不正軽油に使用されることを知りながら材
料を提供・運搬した人、不正軽油を製造する場所を提供した人なども罰則が適用されます。
県では、10月を「不正軽油撲滅強化月間」に設定し、関係団体と協力して不正軽油の製
造・使用の防止に取り組んでいます。
なお、「灯油や重油をトラックの燃料に使っているようだ」「不審な施設（場所）にローリー車

が出入りしている」などの情報がありましたら、相双地方振興局県税部までご連絡ください。
相双地方振興局県税部（ １１２７）

人
／
レ
マ
ン
の
会
２
回
５
人
／
漁

協
婦
人
部
１
回
３
人
／
ひ
ま
わ
り

の
家
２
回
４
人
／
新
地
高
校
１
回

８
人
／
真
弓
老
人
ク
ラ
ブ
１
回
36

人
／
あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫
職
員
１

回
６
人

全
国
で
消
火
器
の
違
法
な
点
検

を
行
な
い
、
高
額
な
消
火
器
の
点

検
料
を
請
求
さ
れ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

９
月
に
入
っ
て
福
島
県
内
及
び

宮
城
県
県
南
地
方
で
も
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

取
引
方
法
と
し
て
「
役
場
あ
る

い
は
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し
た
」

「
10
年
に
一
度
消
火
器
の
交
換
が
必

要
で
す
」「
消
火
器
を
点
検
さ
せ
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
色
々
な
手
口
で

来
訪
し
、
交
換
ま
た
は
購
入
を
さ

せ
、
市
価
よ
り
高
い
料
金
を
請
求

し
て
お
り
ま
す
。

役
場
や
消
防
署
で
は
、
こ
の
よ

う
な
訪
問
販
売
や
点
検
な
ど
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

町
内
で
も
こ
れ
ら
の
業
者
に
よ

る
違
法
な
点
検
ま
た
は
販
売
が
行

な
わ
れ
る
可
能
性
が
十
分
あ
り
ま

す
。
絶
対
に
契
約
を
せ
ず
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
地
消
防
分

署
（

２
１
１
７
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。



◆

相
馬
看
護
専
門
学
校
で
は
、
平

成
19
年
４
月
入
学
の
学
生
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。

学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
平
成

19
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含

む
）
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

40
名
（
男
・
女
）
推
薦
含
む

３
年

11
月
17
日

〜
12
月
19
日

２
万
円

・
第
一
次
試
験

平
成
19
年
１
月
５
日

相
馬
看
護
専
門
学
校

・
第
二
次
試
験

平
成
19
年
１
月
26
日

相
馬
看
護
専
門
学
校

１

〃
〃
〃

〃
上旬～
４

６

８

松川浦ふれあいマラソン大会
（相馬市　松川浦大橋周辺）

御神楽大会 （相馬市　相馬神社神楽殿）
秋まつり （～２日　相馬市　相馬神社）
秋の夕暮れ発表コンサート

（南相馬市鹿島区　生涯学習センター）
いいたて俳句ウォーク（飯舘村村民の森あいの沢）
鮭まつり （南相馬市原町区　新田川鮭採補場）
世界プロサーフィン大会

（～８日　南相馬市原町区　北泉海水浴場）
大悲山月あかりコンサート

（南相馬市小高区　大悲山薬師堂）
海の味まつり・鮭（相馬市　水産物直売センター）

８

14
15

21

28
29

31

第３回まちなかにぎわい市（新地町役場南側駐車場）

松川浦湾内釣り大会 （相馬市　松川浦）
野馬追振興秋季競馬大会

（南相馬市原町区　南相馬市馬事公苑）
第25回相馬民謡全国大会

（～22日　相馬市　市民会館）
いいたて秋まつり （～29日　飯舘村公民館ほか）
そうま市民まつり

（相馬市　スポーツアリーナそうまほか）
ほのぼのコンサート（飯舘村草野小学校体育館）

３(予定)
〃

３
４

〃

あきいち2006（南相馬市原町区　駅通り、旭公園）
かしま産業文化祭
(～４日 南相馬市鹿島区JAそうま鹿島総合支店前)
相馬総合卸売市場まつり（相馬市　相馬総合卸売市場）
新地町文化祭（～５日　新地町　農村環境改善センター）

小高文化祭 （～５日　南相馬市小高区）

12

中旬

〃

海の味まつり・どんこ
（相馬市　水産物直売センター）

あかりのファンタジーinおだか
（～1月上旬　南相馬市小高区全域）

野馬追の里健康マラソン大会
（南相馬市原町区　雲雀ヶ原陸上競技場）

９ 海の味まつり・あんこう
（～10日　相馬市　水産物直売センター）

14
〃
〃

どんと祭 （相馬市　長友グラウンド）
火伏せまつり （南相馬市小高区　貴船神社）
火伏せまつり（南相馬市鹿島区　鹿島御子神社）

14

中旬

どんと祭
（南相馬市原町区　水無川いこいの河畔公園）

いちご狩り （相馬市　和田観光いちご園）

相馬地方 イベントカレンダー イベントカレンダー 

・
第
一
次
試
験
　
学
科
試
験
（
国

語
総
合
（
漢
文
は
除
く
）、
数
学

Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
、
生
物
Ⅰ
）

・
第
二
次
試
験
　
面
接
試
験

相
馬
看
護
専
門
学
校
に
お
い
て

配
布
し
ま
す
。

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
氏

名
、
郵
便
番
号
、
住
所
を
記
載
し
、

２
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒
（
角
型
２
号
）
を
必
ず
同
封

の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

相
馬
看
護
専
門
学
校
総
務
係

〒
９
７
６
‐
０
０
０
６

相
馬
市
石
上
字
南
蛯
沢
３
４
４
番
地

（

８
１
１
８
）

町
で
は
、
県
選
抜
と
し
て
「
２
０
０
６
東
北
ト
レ
セ
ン
Ｕ
―

12
研
修
会
」
に
参
加
す
る
新
地
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
の
山
木
健
太

郎
さ
ん
と
、「
第
32
回
福
島
県
小
学
校
学
年
別
柔
道
選
手
権
大

会
（
個
人
）
に
出
場
す
る
新
地
柔
道
ス
ポ
少
の
加
藤
広
大
さ

ん
と
菅
野
あ
ゆ
み
さ
ん
に
激
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。

な
お
、
加
藤
広
大
さ
ん
は
、
９
月
24
日
に
郡
山
市
で
行
わ

れ
た
同
大
会
に
お
い
て
、
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

※
町
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
県
大
会
以
上
）
に
出
場
す

る
選
手
や
チ
ー
ム
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
激
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。生

涯
学
習
課
（

２
０
８
５
）

犬
を
飼
い
は
じ
め
た
ら
、
役
場
へ
届

け
、
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け

て
い
な
い
飼
い
犬
や
、
生
後
３
ヵ
月
以

上
の
子
犬
を
飼
わ
れ
た
方
は
、
獣
医
で

予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ン
の
処
置
に
対
す
る
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
参
し
、
飼
い
主
が
責

任
を
も
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
、
犬
の
放
し
飼
い
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
放
し
飼
い
は
、
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

た
り
、
危
害
を
与
え
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
犬
の
放

し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

福
島
県
で
は
、
毎
年
約
５，

０
０
０
頭
の
犬

や
ね
こ
が
、「
も
ら
い
手
も
見
つ
か
ら
ず
飼
え
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
、
手
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
子
犬
や
子
猫
で
す
。

不
幸
な
子
犬
や
子
猫
が
生
ま
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
「
避

妊
・
去
勢
手
術
」
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

町
民
課
（

２
１
１
５
）

kikaku
テキストボックス
木



再生紙使用

◆９月26日から27日にかけて降り続いた雨は、新地町
役場雨量計で１５７mmを観測する大雨となりました。
この大雨で、住宅の床下浸水や道路の通行止め、田
畑の冠水等の被害がありました。最近の雨や雷等は、
昔に比べて規模が大きくなっているような気がします。
これも少なからず、地球温暖化の影響を受けているん
ですかねぇ。 （貴）

（平成１８年８月２１日～平成１８年９月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

（子供） （親） （地区）

莉　沙
り 　 さ

中津川尚広・真理子 岡

聡
そう

太
た

木村　秀徳・美津江 富　倉

俊
しゅん

介
すけ

阿部　秀吉・恵　子 駒ヶ嶺町

悠
ゆう

人
と

佐藤　英晴・弘　子 今　泉

（死亡者）（年齢） （地区）

鈴木　武司 72歳 藤　崎

井上ツルヨ 96歳 中　島

目黒　　昭74歳 小　川

小野フミ子 90歳 富　倉

（死亡者）（年齢）（地区）

渡邊　　功84歳 沢　口

太田　チヨ 86歳 高　田

渡邊　　昭78歳 今　神

佐藤　輝二65歳 高　田

町では、幅広く一流の芸術を鑑賞する機会をつくる
ため、芸術文化の輝くまちづくり事業を行っています。
今回は、バラエティ番組などでおなじみの桂三枝師
匠の独演会です。上方落語協会６代目会長を務めるな
ど、伝統の落語の伝承・普及に積極的に取り組んでい
る上方落語界の第一人者です。
さて、どんな話が飛び出すかはお楽しみ!!
みなさん
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